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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年 5 月 15 日に公表した平成 22 年 3 月期第 2 四半期の業績予想
および配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１． 平成２２年３月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２１年９月３０日） 

（単位 百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 
１株当たり
四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 87,300 6,400 5,200 2,250 35 円 46 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 87,400 9,200 6,900 3,400 53 円 60 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 100 2,800 1,700 1,150 － 

増 減 率            （％） 0.1 43.8 32.7 51.1 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成２１年３月期第２四半期） 
86,575 6,952 6,937 3,402 53 円 61 銭 

 
 
２． 平成２２年３月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２１年９月３０日） 

（単位 百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 65,000 4,700 4,500 2,750 43 円 34 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 67,300 6,400 4,800 3,100 48 円 88 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 2,300 1,700 300 350 － 

増 減 率            （％） 3.5 36.2 6.7 12.7 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成２０年３月期第２四半期） 
68,771 5,604 5,891 4,094 64 円 52 銭 

 

３．配当予想の修正 

 中  間  期 

前回発表予想（平成 21 年 5 月 15 日） ２１．５０円 

今 回 修 正 予 想 ２３．５０円    

（ご参考） 
前 期 実 績

３２．００円 

 

 



４．修正の理由 

(1) 業績予想の修正について 

（連結業績） 

売上高は医療機器部門の堅調により概ね当初予想通りとなる見通しです。 

一方、営業利益においては経費節減及び合理化、並びに米ドルなどの為替レートが想定よりも円安

水準で推移したことによる増益効果で当初予想を上回る見通しとなりました。 

また、営業外費用において為替差損の発生及び持分法投資損失の増加がありましたが、経常利益及

び四半期純利益についても当初予想を上回る見通しです。 

 

（個別業績） 

売上高及び営業利益につきましては、主に医療機器部門における販売増加、為替レートの想定レー

ト比円安の影響及び経費節減により当初予想を上回る見通しです。 

また、営業外費用において当四半期末の米ドル為替レートが前期末比で円高となったことにより為

替差損が発生しましたが、経常利益及び四半期純利益においても、当初予想を上回る見通しとなり

ました。 

 

(2) 配当予想の修正について 

配当金につきましては、個別配当性向 50％を目安とする配当方針としており、業績の修正に伴い修

正するものであります。 

 

５．平成２２年３月期の業績予想および配当予想 

通期の業績予想および期末配当予想につきましては、現在、詳細内容を精査中であり、１１月１１日

に予定しております第２四半期決算発表時にお知らせいたします。 

 

 

※  上記の予想は、本資料の発表日現在における事業環境において入手可能な情報に基づき作成したもの

です。 

実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


